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本館の展示資料を入替 

 広島平和記念資料館本館常設展示について、展示による被爆資料等の劣化を防ぐとともにその公開

を促進するため、一部の被爆資料は概ね 1 年ごと、原爆の絵の原画は概ね半年ごとに入替を行ってい

ます。 

 今回の入替は、平成 31 年(2019 年)4 月 25 日の本館リニューアルオープン以来、被爆資料は 5 回

目、原爆の絵の原画は 11 回目の入替となります。 

 

１ 入替資料の展示期間  
令和 7 年(2025 年)2 月 21 日(金)～令和 8 年(2026 年)2 月中旬まで概ね 1 年間 

  （原爆の絵の原画は 9 月上旬ごろまで概ね半年間） 

＊入替作業を行うため、2 月 18 日～20 日は臨時休館します。 

２ 入替の概要（資料名等については別紙参照 

 

 

 

 

 

 コーナー名称 資料区分 入替点数と内容 

A 「8 月 6 日の惨状」 被爆資料 
39 点 24 人 
建物疎開作業に動員された生徒たちの衣服や携行品、黒
い雨を浴びた衣服など 

B 「魂の叫び」 

被爆資料 
11 点 11 人 
原爆で命を失ったさまざまな年代の人たちの衣服など 

原爆の絵 

（原画） 

6 点 
国民学校の惨状を描いた絵 

B 魂の叫び A 8 月 6 日の惨状 

令和 7年(2025 年)2月 13 日(木) 

(公財)広島平和文化センター 

平和記念資料館学芸課副館長（事）学芸課長：豆谷 

電話：241－4004 内線 5804 

担当：玉川・土肥 
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「魂の叫び」コーナーの入替資料の中から 

 

3102-0089 

   

ズボン 

爆心地から 700ｍ 基町 宮谷潤吉寄贈 

広島に召集され被爆した宮谷正徳さん(当時 28 歳)は頭や顔、背中に大火傷を負いました。

知らせを受けた父親と正徳さんの妻が 8月 11 日に尾道市の自宅から広島市内へ向かい、翌日

に福屋百貨店に収容されていた正徳さんを発見しました。正徳さんは埃だらけの床に十分な

治療を受けることもなく横たわっていました。父親と妻が自宅へ連れ帰り、家族が懸命に看病

しましたが、正徳さんは「殺してください」と頼むほど苦しみました。8 月 13 日、見守って

いた人たちにお礼を言い、娘のことを託して息を引き取りました。 
 
 
 

3101-0203 

 

 

 

ブラウス 

原共子寄贈 

 中島国民学校５年生の大久保睦子さんは、８月６日の朝、学校へ向かったまま行方不明になりまし

た。爆心地から約 2,000ｍの自宅で被爆した母や祖母が必死に睦子さんを捜しましたが、当時は見つ

けることができませんでした。このブラウスは母・さかえさんの手製で、自宅に残されていたものです。 
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「魂の叫び」コーナー 原爆の絵（原画） 入替全６点 

               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

 

 

 

        

                

 

 

 

 

 

 

 

NG217 真鍋 美代喜作 

（被爆当時 10 歳／絵を描いた年齢 不明） 

8 月 6 日午前 8 時 15 分 

爆心地から 2,330m 舟入川口町 舟入国民学校校庭 

柳の木陰に守られた 

GE25-20 松村 智恵子作 

（33 歳/62 歳） 

8 月 6 日 

爆心地から 1,800m 金屋町 段原国民学校 

「先生助けてー」 

GE13-21 高田 滿作 

（13 歳/43 歳） 

8 月 6 日～ 

爆心地から 3,150m 旭町 大河国民学校校庭 

地獄のような大河小学校 

GE10-34 山下 正夫作 

（36 歳/66 歳） 

8 月 13 日～ 

爆心地から 410m 鍛治屋町 本川国民学校 

死亡前に名前をつける 

NG264-01 八木 義彦作 

（11 歳/68 歳） 

8 月 8 日 

爆心地から 1,400m 東白島町 白島国民学校 

六日の朝まで元気に遊んでいた友達 

SG-0336 藤岡 久之作 

（12 歳／76 歳） 

8 月 7 日朝 午前 7 時頃 

爆心地から 1,000m 大手町八丁目 大手町国民学校 

校庭で被爆した子ども達 



本館展示入替資料

コーナー 識別コード 資料名 寄贈者名

3102-0002 中学生のズボン 秋田　ハルヨ

3108-0001 ベルト 秋田　ハルヨ

9203-0001 手帳 秋田　ハルヨ

3405-0001 お守り袋 秋田　ハルヨ

3201-0001 運動帽 秋田　ハルヨ

3303-0001 下駄 井上　冨子

3101-0088 学生服 河本　来三郎

3101-0064 中学生の半そでシャツ 北林　はつゑ

2302-0006 水筒 北林　はつゑ

3108-0004 バックル 島田　マツヨ

3506-0002 名札 島田　マツヨ

3101-0001 女学生の制服 正田　光尾

3102-0001 ズボン 正田　光尾

2301-0007 弁当箱 竹田　俊二・竹田　昭義

3202-0016 防空頭巾 中谷　儀市

3202-0018 防空頭巾 西本　ヲユキ

3405-0007 教練手帳入れ 西本　ヲユキ

3507-0006 陶製のボタン 西本　ヲユキ

3102-0007 学生ズボン 藤本　義男

3102-0016 学生ズボン 本田　栄

3101-0050 学生のシャツ 峯本　哲一

3101-0051 学生服 峯本　哲一

3102-0004 女学生のモンペ 宮本　シズヨ

3202-0019 防空頭巾 脇谷　愛子

3201-0014 帽子 脇谷　愛子

3401-0014 かばん 脇谷　愛子

9104-0024 被服帳 脇谷　愛子

9203-0010 生徒手帳 脇谷　愛子

3104-0022 ズロース 木村　幸子

3506-0033 名札 平川　俊春

3504-0032 財布 河本　集作

3405-0019 小袋（教練教科書入れ） 芸陽観音同窓会

8月6日の惨状

別紙



コーナー 識別コード 資料名 寄贈者名

9104-0183 学校教練教科書 芸陽観音同窓会

3101-0159 女学生の上着 矢頭　郁子

3101-0162 シャツの一部 武田　孝子

3506-0058 当日身につけていた名札 上田　圭三

3301-0034 兄の形見の靴 河野　好孝

3104-0021 黒い雨のあとが残るスリップ 佐藤　愛子

3101-0193 被爆時に着用していたセーラー服 和田　保子

3105-0014 綿入れ 天野　廉

3101-0175 娘・順子さんのブラウス 数村　澄江

3101-0174 父・儀一郎さんのワイシャツ 数村　澄江

3104-0018 下着 田川　松代

3103-0007 ワンピース 寺尾　寛

3101-0167 ブラウス 二宮　尊明

3101-0203 ブラウス 原　共子

3101-0222 ワイシャツ 匿名

3102-0044 ズボン 松田　雪美

3102-0089 ズボン 宮谷　潤吉

3101-0142 学生服 六岡　幸路

原爆の絵の原画

コーナー 識別コード 資料名 作者名

NG217 柳の木陰に守られた 真鍋 美代喜

SG-0336 校庭で被爆した子どもたち 藤岡 久之

NG264-01 六日の朝まで元気に遊んでいた友達 八木 義彦

GE25-20 「先生助けて―」 松村 智恵子

GE13-21 地獄のような大河小学校 高田 滿

GE10-34 死亡前に名前をつける 山下 正夫

魂の叫び

魂の叫び
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